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　２月25日（日）、野方農村環境改善センター
において、『地域おこし・福祉大会』が開催され
ました。
　これは２年に一度開催されるもので、野方地
区の小・中学生による作文発表、野方保育園児
らによる楽器演奏が披露されました。
　また、野方出身の山下正博さん（大海酒造株
式会社 代表取締役）による講演も行われるなど
地域色豊かなものとなりました。

　２月24日（土）、町中央公民館において、Ｎ
ＰＯ法人大崎ものづくりネットワーク振興会が
主催する『ＡＩ，ロボット，ＩｏＴシンポジウム』
が開催されました。
　シンポジウムは、大阪大学基礎工学研究科講
師の小川浩平さんによる講演、農業・教育・介
護現場の視点から見た人とロボットの新しい関
係について紹介が行われ、参加者らは真剣に聞
き入っていました。

ＡＩ（エーアイ）：人工知能のこと。
ＩｏＴ（アイオーティー）：モノのインターネット。
身の周りのあらゆるモノがインターネットにつなが
る仕組みのこと。

野方地区で
地域おこし・福祉大会開催

ロボットとの共存近づく
シンポジウム

　２月23日（金）、町中央公民館において、『第11回
すこやか交流会』が開催され、約140人が参加しま
した。
　交流会では、『明るく　楽しく　前向きに』と題し
た講演が行われ、穂園集落出身で鹿屋市立笠野原
小学校 校長 穂園正幸さんが講師を務めました。
　穂園さんは、「皆さん、長生きの秘訣はＡＴＭで
すよ。お金だけじゃなくて、『Ａ＝明るく、Ｔ＝楽
しく、Ｍ＝前向きに』これが大事ですよ。」と冗談を
織り交ぜながら話しました。また、脳を活性化さ
せるレクリエーションなどで会場は大きな笑いに
包まれました。

長生きの秘訣はＡＴＭ！
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